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研究成果の概要（和文）：　本研究課題はthe inner self(自己内面性)に目を向け、spirituality（価値観、信
念、信条）によるself-determination (SD)（自己決定）が英語学習の自律化に寄与するメカニズムを明らかに
し、学習動機づけ―学習自律化への新たな理論構築にある。1年目は課題に関する理論構築作業を終え、2年目は
それをふまえたシンポジウムを国際学会（大学英語教育学会JACET国際大会）で開催した。同時に3つの大学間で
大学生を対象としたアンケート調査を実施した。3年目は理論をふまえた授業モデルを構築し、大学授業で導入
し、教育効果を検証した。3年間におよぶ成果報告書を最後に作成した。

研究成果の概要（英文）：   This study focused on the development of autonomous L2 learning practice,
 which might be actualized through the nurture of spirituality (i.e., beliefs and senses of value) 
and self-determination (SD). Anchored in this perspective, the following engagements were 
accomplished. 
   [1st year]: Literature review for the theorization of integrated teaching and learning methods 
relevant to autonomous L2 learning practice derived from spirituality and SD. [2nd year]: A 
symposium (i.e., as part of interim report)  in the JACET International Convention in Tokyo (August,
 2017). Also, a questionnaire survey targeting students of three different universities, as part of 
preparing a classroom-based pilot study in the following year. [3rd year]: The pilot study targeting
 first-year students, together with the analysis of L2 teaching methods and L2 learning progress 
utilizing several questionnaire surveys (pre and post, and after the study). The final report was  
published. 

研究分野： 英語教育（カリキュラム、教授法）

キーワード： PICT（英語学習者の自己形成とコンテクスト　spirituality（スピリチュアリティ）　自己決定理論　
自律的学習者　L2 motivation（英語学習動機づけ）　contextualization（文脈化）　L2 strategies（
英語学習方略）　self-development（自己成長）

  ５版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
 英語学習の自律化と動機づけは表裏一体の関係にある。これをふまえ、これまでの「外の世界（英語圏、母語
話者、異文化）」に依存した教育観と学習動機のベクトルから離れ、学習者の自己形成、とりわけ内面性（信
念、価値観などのスピリチュアルな部分）を高めていく動機づけと自律的な英語学習の実現をターゲットにし
た。そこでは学習目的、方法、プロセス、到達評価など、統合的英語学習能力の獲得が重視され、同時に一人の
人間としての成熟が重視される。この有機的なつながりは、「自己成熟（確かなアイデンティティ構築）＝言語
成熟（統合的英語学習の自律化）」の実現でもあり、それにむけた学習メカニズムの構築は不可欠といえる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 非英語話者（L2, ESL, EFL learners）に対する動機づけ研究は、外発・内発的動機づけと
道具的・統合的動機づけによる行動主義から、学習者の主体性（agency）を自律的かつ系
統的に高めていく学習文脈 (context) を重視する社会構築主義カリキュラムへパラダイム
シフトしている。それは自己存在意義（レゾン・デートル）の確立と思考・発信・省察と
しての英語使用を同時に展開していく知識とスキルが、グローバル時代の英語学修能力と
して求められていることを指す。すなわち言語成熟（language maturity）＝自己成熟
（self-maturity）の同時獲得にむけた、agency, self-identity, authenticity, context, L2 motivation, 
L2 autonomy の統合的研究アプローチの重要性である。 
 
２．研究の目的 
[理論的領域] 
(1) 大学教育と英語教育における spirituality（信念、価値観）の位置づけ（定義）。それゆ
え「個人（私）」、「社会（公）」、「功利（智）」、「倫理（徳）」の視点から spirituality を捉え、
具現化していく。(2) 自己形成（エゴ＆社会的自我）に向けた spirituality の役割と自己決定
（self-determination: SD）との関係性。教養性（liberal arts）や宗教観も巻き込みながら、そ
の役割の正統性と SD との連動可能性を明らかにする。(3) 学習動機と学習自律化に向けた
spirituality の役割と、これら 3 つの要素の関係性を解明。(4) 1.～3.の包括的理論体系の構築
（spirituality, SD を基点とした自己形成、学習動機、学習自律化メカニズムの構築―大学
EFL 授業と日本人学習者を念頭に）(5) 理論体系の見直し（考察と修正）―日本人大学生
へのアンケート調査（理論体系の内容をもとにした問題点の検証：回答結果の考察をふま
えた理論的修正）。(6) 理論体系の再構築と確認アンケート調査（問題点の修正確認） 
[臨床（実証）的領域] 
(7) 上記理論にもとづく大学英語授業のデザイン化（カリキュラム、教授法、学習方法・
プロセス）。(8) パイロットスタディ（e.g. 大学 1 年生対象：半期英語授業を利用）：①自
己成熟、②言語的成熟、③学習動機、④学習自律化の変化・成長を調査・分析（事前・事
後、量的、質的手法―インタビュー含む）。(9) 8．をふまえた理論体系の拡大と再構築（授
業・学習実践上の新たな知見の追加）。(10) 理論編と臨床編による spirituality, SD 介入によ
る新たな学習動機づけ―学習自律化メカニズムの提示（日本人大学生 EFL learners を対象）。
成果報告書の完成。 
 
３．研究の方法 
 本研究は 3 年計画で行う。(1) 1 年目（H28）に spirituality と SD に照射した動機づけ―学
習自律化メカニズムの理論的精査と包括モデルを構築し（spirituality, motivation, autonomy, 
self-theories, EFL contexts, L2 & higher education 対象）、理論上の問題点洗い出しと修正を行
う（EFL learners 対象アンケート調査：3 大学から抽出：以下参照）。(2) 2 年目（H29）は
理論的メカニズムをもとに臨床（授業による検証）準備に入る。同時に中間成果報告とし
て、理論編の成果を発表する（e.g. 学会シンポジウム企画）[前半]。そして大学英語授業
を用いてメカニズムの検証に入る [後半]。(3) 3 年目 (H30) は臨床結果をまとめ、理論モ
デルと統合し、最終成果報告（和文、英文）を作成する。基督主義の米国大学の授業視察
をし (spirituality & L2, ESL)、比較考察を行い、知見を加える。 
 
４．研究成果 
 本研究課題は the inner self(自己内面性)に目を向け、spirituality（価値観、信念）による
self-determination (SD)（自己決定）が英語学習の自律化に寄与するメカニズムを明らかに
し、学習動機づけ―学習自律化への新たな理論構築にある。1 年目は課題に関する理論構
築作業を終え、2 年目はそれをふまえたシンポジウムを国際学会（大学英語教育学会 JACET
国際大会）で開催した。同時に 3 つの大学間で大学生を対象としたアンケート調査を実施
した。3 年目は理論をふまえた授業モデルを構築し、大学授業で導入し、教育効果を検証
した。3 年間におよぶ成果報告書を最後に作成した。 
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